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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日

売上高 (百万円) 14,549 14,711 19,765

経常利益 (百万円) 2,458 3,085 3,430

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,804 2,248 2,401

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,001 1,492 3,045

純資産額 (百万円) 51,673 52,826 52,792

総資産額 (百万円) 55,847 56,904 57,253

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 68.38 82.61 90.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 65.90 － －

自己資本比率 (％) 89.0 89.5 88.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,661 2,107 4,896

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △684 1,504 △933

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,503 △1,361 △1,612

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 20,802 23,879 21,725
 

 

回次
第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 22.17 30.01
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載
しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており
ます。

４．第43期及び第44期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州など一部にやや一服感が出ているものの米国を中心として

企業活動や消費活動に停滞感はなく引き続き良好に推移しておりますが、米中貿易摩擦により両国の生産、消費活

動への影響や世界経済に及ぼす影響が不透明であることから先行きについては懸念されます。わが国経済において

は、台風や地震など自然災害が相次ぎはしたものの、良好な企業収益や、雇用の安定化などを背景に復興需要など

も取り込み比較的景気は安定して推移しました。

このような経営環境の中、当社グループでは増加が見込まれる自動車の電動化、安全性強化のためのセンサ製品

の開発拡販に努め、コスト削減のための改善活動を継続しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は14,711百万円（前年同四半期比1.1％増加）とな

りました。利益面では営業利益が2,686百万円（前年同四半期比10.4％増加）となり、経常利益は為替が比較的安定

していたことにより3,085百万円（前年同四半期比25.5％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,248百万

円（前年同四半期比24.6％増加）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ31百万円減少し45,269百万円となり

ました。その主な要因は、配当金や法人税の支払いにより現金及び預金が442百万円減少したこと、受取手形及び売

掛金が683百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ316百万円減少し11,635百万円となりました。その主な要因は、減価償却に

より有形固定資産が136百万円減少したこと、株価の下落により投資有価証券が150百万円減少したことなどにより

ます。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ382百万円減少し4,078百万円となりました。その主な要因は、支払手形及

び買掛金が228百万円減少したこと、未払法人税等が131百万円減少したことなどによります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ33百万円増加し52,826百万円となりました。その主な要因は、利益剰余

金881百万円増加したこと、為替換算調整勘定が620百万円減少したことなどによります。

 
(3) キャッシュ・フローについての分析

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益3,062百万円や利息及び配当金の

受取による209百万円などのキャッシュ増加要因がありましたが、売上債権の増加720百万円や法人税等の支払額843

百万円などのキャッシュ減少要因により2,107百万円の収入（前年同四半期3,661百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、定期預金の満期により2,097百万円の収入、生産設備など有

形固定資産の取得による618百万円の支出などにより1,504百万円の収入（前年同四半期684百万円の支出）となりま

した。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当社による配当金の支払などにより1,361百万円の支出（前

年同四半期1,503百万円の支出）となりました。

以上の項目に換算差額を調整した結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は2,154百万円

増加し23,879百万円（前年同四半期20,802百万円）となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は590百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

　

EDINET提出書類

日本セラミック株式会社(E01988)

四半期報告書

 4/16



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,231,257 27,231,257
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 27,231,257 27,231,257 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 27,231,257 － 10,994 － 12,606
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

  平成30年６月30日現在

区分 株式数（株) 議決権の数（個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     12,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 27,191,200 271,912 －

単元未満株式 普通株式     27,457 － －

発行済株式総数 27,231,257 － －

総株主の議決権 － 271,912 －
 

 
② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本セラミック㈱ 鳥取県鳥取市広岡176番地17 12,600 － 12,600 0.04

計 － 12,600 － 12,600 0.04
 

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は12,706株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.05％
であります。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている優成監査法人は、平成30年７月２日に太陽有限責任監査法人と合併

し、太陽有限責任監査法人と名称を変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 35,041 34,598

  受取手形及び売掛金 4,184 4,868

  たな卸資産 5,389 5,226

  繰延税金資産 233 250

  その他 458 327

  貸倒引当金 △7 △1

  流動資産合計 45,300 45,269

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,959 4,809

   機械装置及び運搬具（純額） 1,392 1,371

   土地 3,160 3,186

   建設仮勘定 1 17

   その他（純額） 192 184

   有形固定資産合計 9,706 9,570

  無形固定資産   

   土地使用権 445 418

   その他 37 39

   無形固定資産合計 483 457

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,719 1,569

   その他 132 128

   貸倒引当金 △89 △90

   投資その他の資産合計 1,762 1,608

  固定資産合計 11,952 11,635

 資産合計 57,253 56,904
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,651 2,422

  設備関係支払手形 69 145

  未払金 402 317

  未払法人税等 526 395

  賞与引当金 21 87

  役員賞与引当金 30 22

  その他 263 219

  流動負債合計 3,964 3,610

 固定負債   

  退職給付に係る負債 191 204

  繰延税金負債 269 224

  その他 35 39

  固定負債合計 496 468

 負債合計 4,461 4,078

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,994 10,994

  資本剰余金 13,319 13,319

  利益剰余金 23,808 24,689

  自己株式 △20 △21

  株主資本合計 48,102 48,982

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 527 423

  為替換算調整勘定 1,983 1,363

  退職給付に係る調整累計額 152 152

  その他の包括利益累計額合計 2,662 1,939

 非支配株主持分 2,027 1,904

 純資産合計 52,792 52,826

負債純資産合計 57,253 56,904
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 14,549 14,711

売上原価 10,510 10,414

売上総利益 4,038 4,297

販売費及び一般管理費 1,606 1,611

営業利益 2,432 2,686

営業外収益   

 受取利息 237 236

 受取配当金 18 30

 為替差益 - 52

 受取地代家賃 75 80

 その他 24 40

 営業外収益合計 355 439

営業外費用   

 為替差損 289 -

 賃貸収入原価 31 36

 売上債権売却損 7 2

 その他 0 1

 営業外費用合計 329 40

経常利益 2,458 3,085

特別利益   

 固定資産売却益 0 7

 投資有価証券売却益 21 0

 新株予約権戻入益 4 -

 特別利益合計 26 8

特別損失   

 固定資産除却損 32 31

 特別損失合計 32 31

税金等調整前四半期純利益 2,452 3,062

法人税、住民税及び事業税 568 770

法人税等調整額 △8 △16

法人税等合計 560 753

四半期純利益 1,892 2,308

非支配株主に帰属する四半期純利益 88 60

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,804 2,248
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 1,892 2,308

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 11 △103

 為替換算調整勘定 97 △712

 その他の包括利益合計 108 △815

四半期包括利益 2,001 1,492

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,891 1,524

 非支配株主に係る四半期包括利益 109 △32
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自  平成29年１月１日
　至  平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成30年１月１日
　至  平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,452 3,062

 減価償却費 649 666

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △4

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66 66

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △7

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 44 12

 受取利息及び受取配当金 △255 △267

 為替差損益（△は益） 210 25

 投資有価証券売却損益（△は益） △21 △0

 固定資産売却損益（△は益） △0 △7

 固定資産除却損 32 31

 売上債権の増減額（△は増加） 310 △720

 たな卸資産の増減額（△は増加） 362 96

 仕入債務の増減額（△は減少） △99 △196

 その他 218 31

 小計 3,963 2,787

 利息及び配当金の受取額 202 209

 事業構造改善費用の支払額 - △46

 法人税等の支払額 △504 △843

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,661 2,107

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △9,480 △7,121

 定期預金の払戻による収入 9,267 9,219

 有価証券の取得による支出 △2 △2

 有形固定資産の取得による支出 △443 △618

 有形固定資産の売却による収入 1 23

 無形固定資産の取得による支出 △22 △3

 投資有価証券の売却による収入 47 1

 
連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の売却に
よる支出

△46 -

 その他 △4 6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △684 1,504

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ストックオプションの行使による収入 52 -

 自己株式の取得による支出 △285 △1

 配当金の支払額 △1,271 △1,359

 その他 △0 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,503 △1,361

現金及び現金同等物に係る換算差額 △156 △96

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,317 2,154

現金及び現金同等物の期首残高 19,485 21,725

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  20,802 ※  23,879
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 33,820百万円 34,598百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △13,018 △10,719

現金及び現金同等物 20,802 23,879
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月10日
取締役会

普通株式 1,271 50 平成28年12月31日 平成29年３月９日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、当第３四半期連結累計期間において、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使により自己株

式を964,641株処分、また、新株式発行873,066株により資本金及び資本剰余金がそれぞれ715百万円増加しまし

た。

その他、平成28年２月５日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を138,000株取得し、ストックオプション

の権利行使に伴う減少等と併せて自己株式が純額1,367百万円が減少しました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が10,956百万円、資本剰余金が13,282百万円、

自己株式が20百万円となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年２月９日

取締役会
普通株式 1,360 50 平成29年12月31日 平成30年３月13日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

当社グループは、電子部品及びその関連製品の研究開発、製造並びに販売を主たる目的とした単一事業である

ため、セグメントの記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年９月30日)

当社グループは、電子部品及びその関連製品の研究開発、製造並びに販売を主たる目的とした単一事業である

ため、セグメントの記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 68円38銭 82円61銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,804 2,248

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,804 2,248

普通株式の期中平均株式数(千株) 26,385 27,218

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 65円90銭 －

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) △4 －

(うち社債発行差金の償却額(税額相当額控除後)
(百万円))

(△4) －

普通株式増加数(千株) 926 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月7日

 
日本セラミック株式会社

取  締  役  会   御 中

　
　

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   陶  江   　 徹      印
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   柴  田    直  子    印
 

　

 
 

  
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本セラミック

株式会社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年７月１日か

ら平成30年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本セラミック株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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